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地盤 工 学会基準 rJGS　T　831 薬液注入 に よ る安定処理土 の 供試体作製方

法」，
「JGS 　T　511 土 の 一 軸圧縮試験方法」，

「JGS 　T　4　土質試験機用力

計基準」の 一 部改正案に つ い て

地 盤工 学会基準部
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D 　， 　 　 　 ． ． 1 ．　 f　 　 　． IILg1
　まえがき 　 標 記 の地盤工学会基準 （

以下 ，基準という）は，

1979 年1 〕 ま た は 1990 年 の制定・改正以降 ， 内

を 変更す ることなく 現在に至って い るが，今般 ，計量 法改

によ るSI への 移 行 猶予
期
限（ 1999 年9 月 30

）を 考慮 し た 単位 のSI 化， 関 連 す る 規 格 ・基 準の

定・ 改正 に 伴 う 表 記 や用語の変更 ，その他軽微な変

事由により内容を 見直す必 要が生じたため，基準 部，

質試験基準検討委 員会 お よび 関連 す る 小 委．員 会 （

定 化 小 委員 会，せん 断 試 験 小 委員

）に お い て 見 直 しの 検 討 を 行 っ た 。 よ っ て ここに 改

案を 提案 す る もので ある 。 　今 回 の改 正案は比較的

微な改正 内容であ り， 誌面の

制 約 もあ って ，以

には改正 案全文ではなく ，変

点
の

2
．
2
　
J

　T 　83

　　項　　 　　 目 JIS 　 Z 　 8801 の 引用

ﾖ 連 試 験方法の 引用 含水 比試験 みを 対比表の 形

で 提示し て
い
る。 現 行 の基準の 詳 細 に つい て は ， 「

質 試験の 方法と解説」
を

参照 さ れ たい。 なお ， 上 の

軸圧縮
試

方 法 に つ いては，対応す る 日 本 工業規格（JIS ）

一部改正 の素案を既に提 案してい る 2 ）e 　ここに公示

る改 正 案 に つ い て の ご意 見 は ， 書 面に て 1998 （

成 10 ）年 3 月31 日 まで に 地盤 工 学 会基 準 部 宛 に

提 出い

だき たい。提出

れ たご意 見は関 係 委員 会お

び基 準 部 で検 討 し，基準 の 改 正は理 事 会に お い て確 定

する。 2
．
改 　正　案 　 2 ． 1各基 準 に 共通した

項 　荷重の単位をkgf からN に，応力
圧力 の 単位を cm2 か
kN ！ m2 またはkPa に変 更し
た。 薬 液注 入 に よる

ﾀ定 処 理 土 ﾌ 試ﾌ 作製 方法
一 　 　 ．

一一一 <TAB><TAB>
<TAB><TAB><TAB>　 　． 『 　 　

@ 　　 現 　 　 @ 　基 　　 準 一 一．

@ ゴ　一 　 尸

一<TAB>改　　　正<TAB>案<TAB><TAB>備 <TAB>　 @ 　　　 考 一 　

一『 『
ふるい一一． 一ゴ　． 一一 鼈 試験用ふるい<TAB><TAB><TAB>規格

  ｳ に

謔 驕
標 準 網ふる い　

　 　　 　
　　 　 冖 『 　」
詞ｱ用網 ふ るい．　

　 <TAB>

<TAB> IGS　T 　 121 を 引用

IS 　 A　1203を 引 用<TAB>
　

一『 <TAB>一． IC 特に 記
述

な

〕 艦 関鷙膿 ． 」 ＿ ．

⊥塑 4・2   の 付 帯条 項

L   JGS 　T

111 を 引 用 騰 鹸 飆、ll22 を 用いて 匂 一 ISA 、2 。2 を、1 用　一ド 電子レ ン ジ法 の新 規制

によ る。ただし，
試 料 によ って

は
適 用 不 可の場合が

ある。
　

　　　　　　　　本基準 によっ て 供試体 を作 製す る た め，別途　　k試体作製
の た

め に， 次の試験

別途実 　　　　　　
　 　

　
　次 の試變 蓮 と て i 埜L＿＿ ．」 − tu 才 5く・ ＿ 　 　 　　 　　 　　　 　　調整 する。一 般に注

圧力は0 ．5 〜1 ，0kgf ！ 1 …
調 整 する。一般

　 　　 　　　 　 　　　 ，cm
と す る。 　 　 　 　　

・と す る。 ＿ ＿ ．　 ＿＿ 　 ． ＿ 一
．＿　 ＿．　＿一　　＿　　　＿．　 ＿ 　2 ．3JGS　T　511 土の一軸 圧 縮 試 験方 法

書き 方 を他 の供 試体
作製方法 の基 準 にあわ せた 。

@ 一 一 『 一

　一一．一．一『一 一『 　　 　項 　　 　　 目 　 　
　　　 @ 　 　 現 　 　 行 　

　

基　　準　　 　　 　 　　 　

@ 一 一 一 ．一 一 　　 <TAB>　『 『．
『 ．

『
． 『　　　 　 敵　　

正　 　　案　一 一 ． 　 一 <TAB>備 　　　考 1 ．1， ．3 　　 　　　 　　 　 側 圧を 受 けない・ D ・<TAB>拘 束 圧 を 受けな
c 　 　　

　　一

黶@一一一<TAB>土 質工 学標 準用 語集 に基づ き ， より 一 般的な表 現 とした。 ， B 、、 ， 　 　 廡 瘋欄。 。． 1 ％ 。 許 容差。．
<TAB>供 試体の

最大圧
縮力 ま で ， そ の }1 ％の<TAB>

定 範囲を明示
し た

。 <TAB>許
容 差 で． ・ ・

<TAB> 2 ． 1〔3 ） 　　 　 　 　 　

@ 　 　供試体の 高さ の±

0 ．1 ％

ﾌ 許容差で ．・・ <TAB>供試体 の

高 さ の15 ％ まで ，その±0 ，1 ％<TAB>
の許容差で．．．　『． 『『『『<TAB>　一．．『 互、〔 、） ｾ｛　† 羸1 痴斑　　 ． 一一 w ． ＿ ＿ ＿ ＿ ． − L ＿ ． ＿ ＿

＿
＿<TAB>感 量 ， 1g 以下のもの 　　　『<TAB>より 高精度 なはか り を

便 用 する 場合に対 応 した。

@ 　　　 　一　『 『 2 ．

3 （3 ） 含水 比測定 用具
　　　 J

　
T

　121 を引 用 <TAB>J
S　A　 1203を引用<TAB>電子

レンジ 法 の 新 規規定 によ 岬

  L 述如 <TAB>試 料 に よ一 ． ・ て

， JGS

　T　122 を用 い ても

い旨を 付 帯 条項に追加。<TAB> 。た

し，試
料
によ っ て は 適 用 不 可の 場 合があ る 。 　 　　 『 謦 狂型 讐
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．4　JGS 　 T　 4　±質試験機用力計基準
一． 一 ．
　 　 　 項　 　　　 目　　　　　　L

． 　 　 1
現　　彳∫　 基　　準

　　　1
改　　　 正　　　 案 備　　　　考

全体 の 章購 成 ．1，適用範囲

2．用 語

3，単位　　．　
　 　 丿」計の 荷重は ，重力単位 で表 す が …　　一

1　1，総 則

Ll 適用 範囲

i・、2 臑 璽 耋
　 　 力計 の 構 造

　他 の 基 準 と同様 に ，適用

．範囲 と用 語 の 定義 を 第 1

障 に 観 と して ま とめ

　た 。また S正単 位 化 に よ

4．力 計の 構造

　　」．L
lz 1．り，現 行基準 の 第 3章 は

不 要 とな っ た。

文章中の 用 語 又 ，及 び，告 し くは また，お よび ，も し くは 地 盤 工 学 会表記 法 と
一

致

させ る た め 。　　1
．文章中の 許 容差 の 表示 例 え ば 「目盛の 読 みの 0，1以下」　　閲 例え ば 「目盛 の 読みの ± 0．1以 F」　　　　　　− ＿ 図

追 加・

1．適用範囲
・
静的荷重試験に用 い られ る

．』』 ・
静的な 力学試験に 用い ら れる

…
内容を明確化，

2．用 語

一 ．．『 一 † ．

　・・J【SZ8103 「計測用語　〔精度に 関す る も
1

の ）・・」ISZ81 °4 「計 測用語 1計測 側 1
　　　　　　　　　．　

・・JIS　Z　8103 「計測用語」
…

∫IS の 改正 に よる 。

馳
5・l　 　 　 　 　 l．．．ゼ 。 点。 安全性 　　　

1
「　　　　　一

　　．
・・ゼ ロ 点の安定 性　　　　　一 誤 植の 修 正．

5’3
　　　　 1

　　　　　　　　　　　．

…
範 囲 内に おい て

一
定 す る もの でな け れ ば な　　　　　　　．　 一

ら ない 。
「「

・
範 … 塰る もの で な け れ… ら 帆 内容 を 明 確化。

6．1」 ・
試験温 度に 到達す る まで ，1分 そ の温度 に　　　　　　　　　　　一

放置 した後試験を開始 す る。

・
試 験温度 に到達 す る まで 十分放置 した 後，　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

試験 を開始す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
6，1．3，6，L4   ，（4） 例 え ば 「正確 さがD．05 ％ よ り良い お もり」　　　　　．．　 『　 例 え ば 「精度 が± 0．05 ％の 範 囲 内の お も り」　　　　　 ．
6．1．5 荷重 の算 定式

　　　　　「
F ＿ 卿

’
911 」 勾

荷 重 を SI単 位 化 し密 度

1

　
9・8°665 ’ 色 ’

　 　 　 　 　 i
こ こ で ，　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 I

F ：荷重 （kgf〕　　　　−

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 1

・ 一
・
・ （1一幻

　こ こ で，

吟 髞 〔N）　　　　　 　 ［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

の 単位 を通 常用 い られ る

表記に 変更。重 力加速度

に 関す る記 述の 変 更は，
通 常 は こ れ を測定 しな い

　 　 （m ！sY：〕

i… 鴨 の 蔽 〔・… 12M ・〆m3 とず る 〕

g ； お も りの 使用 場 所 に お け る車 刀加 速度

L
9 ：重力加速 度 臘 1S2〕

ρa ；空 気の 密度 CO．0012　gfcm3 とす る）

ρm
： お も りの 密度 CgXcmS）

た め （
一

般に は gr9 ．8e665
m ！s2 で あ る が，必 要 な

有 効数字 は 力計の 精度に

一

．ρ。．二 おも りの 密度 （Mg 〆m3 ）　
　　　　　　　　，　　 7

’一

又 … 一圃 ・
一
卸　　 　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　よ り異 な る ）。お も りの

　密 度 を 示 す 記 号 の 変 更

匝 漁 靤 騨 で 嚇 の

　密度を 示 す た め 。

6．1．7 ．
負荷線上 に正 し く設置

．・． ・
負荷線 上 に 載荷点 を正 し く設置

…
　　　　 1 内容 の 明確化

6，22 …5箇所 以 上 の 荷重 に つ い て …
　 　　 　 　　 　

・．5種 類以 との 荷 重に つ い て ・・．
『

　7．

　　　　　　　　　　　　．　．．一一

力計 を検査の とき異なる温度 で ・．・

歓 力計の温 度数係　　　　　　冖 ． ＿一＿⊥∠雪鶏篇纛嵜鉾8温 度で
…

誤 植 の 修 正 と 単位 の 明

示。
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